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論 文 内 容 の 要 旨 

本学位論文は，汎用有限要素法ソフトウエアを高度活用した CAE 分野での研究開発と技術コンサル

ティングに，長年従事してきた学位候補者の経験と業績を取りまとめたものである． 

 まず汎用有限要素法ソフトウエアを用いた非線形構造解析技術の現状について概観し，技術開発のコ

ンサルティング現場における問題点を浮き彫りにしている. 汎用コードの具体的応用の事例として，

ゴム材料の超弾性，樹脂材料の粘弾性，薄肉シェルの座屈不安定問題，そして原子力分野への応用を

取り上げ，それぞれの事例のなかで得られた新しい知見を紹介している.また CAE 技術の社会との関わ

り合い方についても言及しており，広範な CAE 課題の解決に取り組んできた候補者ならではの解析哲

学と設計思想を展開している.製造業分野での汎用コードの高度な活用方法や CAE 技術の未来に向け

た観点からも，論文の中でも重みのある提言となっている. 

 
 

論文審査結果の要旨 

本論文の学術的新規性は次の 5点に要約できる． 

1.ゴム材料の超弾性 

金属部品を樹脂材料で置き換えようとする新材料の研究開発の動向は，工業製品の付加価値を高

めるためにも重要である.樹脂化の要求は高まる一方で，コスト面の制約が材料モデリング解析の

運用の妨げとなってきている．ここではゴム材料の超弾性に注目し，各種ひずみエネルギ関数の特

徴を検討し，多軸応力場を含む試験法，および計測結果に基づいて材料定数を同定する実用手法を

開発してきた一連の成果報告となっている. 

2. 樹脂材料の粘弾性  

経時的な特性を示す樹脂の粘弾性は，寿命評価などの要請に応える重要なテーマの一つである.

時間-温度換算則を応用した実用的な試験方法，材料モデルの同定，汎用有限要素法への組み込み

の手順を開発提案している.本手法をベースにしたソフトウエアは，それまで限定された技術者の

間でのみに可能であった解析手法の大衆化をもたらし，国内では粘弾性解析の必須ツールとして評

価されている． 

3.薄肉殻構造の不安定性 

薄肉殻構造の挙動は初期不整に対して極めて鋭敏であり，微小な不整が引き金となり局所変形が

発達し，座屈安定性の喪失の原因となる．従来の弧長法に代わり人工粘性法を採用し，軸圧縮円筒

シェルの最終耐荷力を与える後座屈領域までの過程を，分岐座屈点で解析計算を中断することもな

くほぼ連続的に追跡することを可能とした．この手法は，欧州における圧力容器の実用設計に適用

されている． 

4. 原子力分野への応用 

高速増殖炉もんじゅの設計経験と，国内の原子力開発が有限要素法の発達に貢献してきた現実を



  

踏まえ，当時やっと実用化され始めた接触問題の解析と非弾性解析と組み合わせた貴重な研究事例

となっている． 

5.構造シミュレーションと社会 

CAE 技術の発展と思想の醸成に長年関わってきた経験から CAE 業界の将来展望を与えている.国内

では，基幹産業に対する社会的な需要に飽和が見られる結果，より短工期・低価格の製造業に技術

人口が偏りつつ，コストや需要動向による制約が先行する一方，安全や環境といった課題も注目を

集めている．このような産業構造の変化の中で CAE シミュレーション技術の産業社会との関わり合

い方について，候補者ならではの見解を展開している.特に解析結果の検証方法と，非専門家に対

する訴求力を向上する観点は，次世代 CAE 技術者にも示唆深い内容となっている． 

以上より，本論文は博士（工学）の学術論文として価値あるものと認める． 

 

最終試験結果の要旨 

査読付き学術論文については計 11編を発表しており，そのうち学位論文を構成する論文が 3編とな

っており，論文博士（乙）の学術論文に関する判定基準である「学術誌に 6 編以上，そのうち 3 編以

上が学位論文の内容を構成していること」を満たしている．また長年の学会活動や業務経験から表彰

は計 6 件にも及ぶ．平成 27 年 8 月 4 日に予備審査，そして平成 27 年 10 月 22 日に公聴会と審査諮問

を行い，学位論文の内容や関連する事項について諮問を行った結果，応答も的確であり，最終試験に

合格と認める． 
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